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調査内容の要約

n 目的；ＳＴＤ（性行為感染症）の持続的調査
n 対象；県内医療施設（約１５００）のうち、皮膚科標榜・泌尿器
科標榜の医療施設と総合病院泌尿器科（約１６０）

n 方法；毎年３月、９月の各１ヶ月間、ＳＴＤ１２病名について新
患として受診した患者数と総受診患者数を報告頂く。
回答率は３２％～５７％、期間内受診患者実数は
４３，０００名～６６，０００名であった。

n 処理；平成２０年３月に行った第４７回調査データを集計中であ
る。各回の集計結果、コメントと第１回から該当回までの
集計結果を会員に報告し、併せて岡山県医師会報に掲
載するよう努めた。また第１回から第２０回までの集計は
竹中 守委員が第１２回日本臨床皮膚科医学会総会で
報告した。
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調査票
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集計結果とコメント
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これまでの集計
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グラフ（昭和６０年３月～平成６年９月）
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グラフ（昭和６０年～平成１９年）
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顕症梅毒の症例より

第２４回（平成８年９月）より第４６回（平成１９年９月）間の症例５０例について

Ⅰ．分布（そのうちの４９例について）
岡山市１６例、倉敷市１６例、津山市９例、他は県下広くⅠ～２例の報告あり。
Ⅱ．感染源
殆どは不明であるが病歴を聴取出来た１７例のうち風俗関係９例、一般女性３
例の報告を受けている。
Ⅲ．病型（其のうちの３１例について）
硬性下疳１２８例、乾癬様皮疹６例、紅斑３例のほかにバラ疹、扁平コンジロー
マ、バラ疹、丘疹性梅毒、尿道口のビラン、肛門周囲の丘疹など様々。
Ⅳ．治療（其のうちの１９例について）
サワシリン７５０ｍｇ～１５００ｍｇを２１日間～３週間内服；１３例。
他にはクラリスロマイシン、セフェム系、ＡBPC、ミノマイシンなど
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分布図
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まとめと注目点
n 岡山県医師会が平成６０年より行っているＳＴＤ調査の結果
を報告した。

n 非淋菌性尿道炎と淋病が実数も多くＳＴＤ動向の指標となる
か。

n 非淋菌性尿道炎、淋病は昭和６０年、平成１３～１６年に報
告例の多い時期があった。

n 顕症梅毒は激減した。（平成４年の２１例→平成１１年０例）
これからの動きはどうか。

n 非淋菌性尿道炎の増加がＨＩＶ感染症増加と関連するか。
n 疥癬の報告は減少し、主に老人施設からの報告となった。
n 平成１１年よりオラル・セックスによる淋病の報告がある。
n 平成９年頃より、ニューキノロン耐性、ミノサイクリン耐性淋
菌の報告がある。
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主要なSTDの推移と全国定点報告
‐昭和60年～平成19年(岡山県)、平成11年～平成18年(全国定点)‐
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検索：岡山□STD
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「１．」をクリック
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URL: http://www.std-shc.net/std_research/
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性感染症 診断・治療 ガイドライン2006
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ガイドラインの内容
-疾患別治療-

梅 毒

淋菌感染症
淋菌性尿道炎および子宮頚管炎
淋菌性精巣上体炎および淋菌性骨盤内炎症疾患
淋菌性咽頭感染症
播種性淋菌感染症
淋菌性結膜炎

性器クラミジア感染症

性器ヘルペス

尖圭コンジローマ
保険適応治療
保険適応外治療

性器伝染性軟属腫

腟トリコモナス症

細菌性腟症

ケジラミ症

性器カンジダ症

非クラミジア性非淋菌性尿道炎

軟性下疳

HIV感染症／エイズ

A型肝炎

B型肝炎

C型肝炎

赤痢アメーバ症
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まとめ

１．岡山県医師会皮膚科部会が昭和60年に開始した性感染症（STD）
患者数調査結果を報告した。

２．平成19年10月に開設した岡山性感染症（STD）研究会ホームページを
紹介した。

３．今後は本日発表の疫学調査結果も加えてホームページを充実させ、
岡山におけるSTD予防や診療を支援していきたい。
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